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平
成
23
年
度
予
算

財
政
健
全
化
と
と
も
に

豊
か
で
安
心
な
生
活
の
実
現
へ

　

平
成
23
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
へ
向
け

た
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。
着
実
な
財

政
健
全
化
の
推
進
を
図
り
つ
つ
、福
祉
・

医
療
・
教
育
施
策
の
充
実
、
農
林
業
、

商
工
業
の
振
興
や
企
業
誘
致
に
よ
る
雇

用
の
創
出
、
そ
し
て
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
な
ど
に
重
点
を
置
い
た
当
初

予
算
と
し
ま
し
た
。

　

特
に
今
回
の
予
算
は
、
市
民
生
活
に

直
結
し
た
「
医
療
」・「
雇
用
」・「
生
活
」

環
境
の
拡
充
及
び
整
備
を
図
る
こ
と
を

最
優
先
さ
せ
ま
し
た
。
市
民
が
豊
か
で

安
定
し
た
暮
ら
し
を
実
感
で
き
る
こ
と

を
念
頭
に
編
成
し
た
市
民
生
活
重
視
型

予
算
で
す
。

　

具
体
的
に
あ
げ
る
と
、「
医
療
」
は
、

西
諸
医
師
会
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
地
域
医
療
の
体
制
を
強
固
な
も
の

に
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
雇
用
」
は
、
雇
用
機
会
を
増
や
す

た
め
の
企
業
誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
「
生
活
」
は
、
市
民
生
活
に
欠
か
せ

な
い
周
辺
地
域
の
市
道
や
橋

き
ょ
う
り
ょ
う

梁
を
は
じ

め
と
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
力
を
入
れ

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
化
対
策
と
し
て
小
学
生

の
入
院
に
係
る
医
療
費
を
助
成
し
、
親

の
負
担
軽
減
に
努
め
ま
す
。

　

詳
し
く
は
他
の
事
業
と
併
せ
て
「
重

点
事
業
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

生
活
支
援
・
産
業
振
興
に
重
点

　
　
　

市
民
生
活
重
視
型
予
算

一般会計　歳入
２２２億５００万円

一般会計　歳出
２２２億５００万円

市税
43億1,628万円
19.4％

地方交付税
87億7,920万円
39.5％

国・県支出金など
44億6,110万円
20.1％

市債
20億 5,867万円
9.3％

その他
25億 8,975万円
11.7％

扶助費
48億 5,007万円
21.8％

公債費
32億 3,927万円
14.6％

普通建設・災害復旧事業費
17億2,382万円
7.8％

物件費・維持補修費
29億5,106万円
13.3％

補助費など
22億989万円
9.9％

積立金 /貸付金
10億 8,394万円
4.9％

その他
26億 506万円
11.7％

人件費
35億 4,189万円
16.0％

●市税：
　市民税、固定資産税など
●地方交付税：
　所得税、法人税、消費税などの国税収入
の一部を国が交付
●市　債：
　公共施設の整備のためなどに借入
●国・県支出金：
　国・県が交付
●その他：
　貸付金の返済などの諸収入、
　貯金にあたる基金からの繰入金

●人件費：
　職員給与や議員報酬など
●扶助費：
　生活保護、児童手当や高齢者・乳幼児の
医療費
●公債費：
　市がこれまで借り入れた分の返済金
●物件費：
　委託料、消耗品費、通信運搬費
●補助費：
　各種団体への補助金、負担金
●普通建設事業費：
　道路・学校・公園などの公共施設の建設費

※金額は万円未満を四捨五入しているので、合計は一致しません。

【平成23年度　各会計当初予算表】

※22年度は見込額。小林市では今、地方債の借入残高を
減らす努力をしており、平成18年度決算からすると平成
21年度決算では、約11億円少なくなります。地方債残
高を市民一人当たりに換算すると、平成21年度で約63
万円になります。

23年度　小林市の予算

　

予
算
規
模
は
22
年
度
が
骨
格
予
算

（
首
長
選
挙
な
ど
に
よ
り
政
策
的
経
費

を
計
上
し
な
い
予
算
）で
あ
っ
た
た
め
、

６
月
の
補
正
後
と
比
較
す
る
と
０
・
９

㌫
の
減
と
な
り
ま
す
が
、
前
年
度
は
口

蹄
疫
対
策
な
ど
の
特
殊
な
経
費
を
多
く

含
ん
で
い
た
た
め
に
、
実
質
的
な
伸
び

率
で
み
る
と
２
・
25
㌫
の
増
と
な
り
ま

す
。

　

個
別
に
見
て
い
く
と
、
歳
入
は
自
主

財
源
（
小
林
市
で
自
主
的
に
収
入
し

う
る
財
源
）
が
約
60
億
円
で
、
全
体
の

27
㌫
を
占
め
ま
す
。
そ
の
う
ち
市
税
が

43
億
円
あ
り
、
前
年
よ
り
１
・
７
㌫
増
。

依
存
財
源
（
国
や
県
な
ど
に
依
存
し
て

収
入
し
う
る
財
源
）
は
１
６
２
億
円
の

73
㌫
で
、
最
も
大
き
い
地
方
交
付
税
は

87
億
８
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
は
性
質
別
に
区
分
す
る
と
、
義

務
的
経
費
（
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債

費
）
が
１
１
６
億
３
千
万
円
で
全
体
の

52
・
４
㌫
を
占
め
ま
す
。
そ
の
う
ち
人

件
費
は
35
億
４
千
万
円
で
前
年
度
と
比

較
す
る
と
１
・
２
㌫
減
と
な
り
ま
し
た
。

普
通
建
設
事
業
費
は
、
補
助
・
単
独
事

業
を
併
せ
て
17
億
２
千
万
円
で
す
が
、

道
路
整
備
経
費
な
ど
の
増
大
に
よ
り
単

独
事
業
費
が
前
年
度
比
で
26
・
９
㌫
増

え
ま
し
た
。
詳
し
く
は
右
の
図
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

一
般
会
計
は

　

２
２
２
億
５
０
０
万
円

※金額の下にある比率は、全体事業費の構成比です。
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※財調…財政調整基金のことで、災害復旧
　など、臨時または異常の財政需要の財源
　に充てるための基金。
※減債…減債基金のことで、市債の償還に
　必要な財源を確保するための基金。

基金（財調、減債）残高の推移

単
位（
千
万
円
）

約
16
億
４
千
万
円

約
14
億
９
千
万
円

約
16
億
５
千
万
円

約
16
億
７
千
万
円

予
算

約
21
億
１
千
万
円


